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代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九

第
六
号

五
六

代

替

定

理

に

つ
L 、

て

森

口

親

司

〕

〕

〕

は
し
が
き

Il--ナ
二
エ
ル
ソ
ン
の
証
明
之
そ
の
図
解

l
l
E
ワ
ル
一
フ
丸
的
均
衡
で
代
替
定
理
は
な
り
た
つ

l
l
E資
源
白
融
通
利
用

〔

〈

(

〉

〉

正
完
全
競
争
一
卜
の
均
樹
!
|
i
百
根
源
的
生
産
要
素
が
二
種
類
以
上
あ
る
場
合
1
l
i
V
森
嶋
教
授
の
代
替
定
理
の
柏
討

〔

〔

は

し

カZ

き

W

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
が
始
め
た
投
入
産
出
分
析
に
お
い
て
全
て
の
投
入
係
数
は
そ
れ
ぞ
れ
固
定
し
た
も
の
色
見
な
さ
れ
る
が
、
と
の
仮
定
は
レ
オ
ソ
チ

ェ
フ
自
身
で
は
単
に
一
般
均
衡
世
論
の
現
実
へ
の
近
似
的
適
用
と
い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
と
嵐
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
見
解
を
離
れ
て
、
投
入
係
数
一

定
の
仮
定
を
理
論
的
に
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
(
あ
る
い
は
こ
の
仮
定
の
射
程
を
見
き
わ
め
る
試
み
)
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
州
市
は
通
常
代
替
定
理
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
代
替
定
理
を
伝
統
的
な
生
産
の
均
衡
理
論
か
ら
導
き
出
す
方
式
と
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ア
ナ
り
シ
ス
の
理
論
か
ら
導
き

出
す
方
式
と
が
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
第
一
の
方
式
に
従
っ
て
導
か
れ
る
代
替
定
理
が
考
察
の
対
象
で
あ
る
。

小
論
の

H
的
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
寸
ミ
ュ
ユ
片
ソ
ン
の
導
い
た
代
替
定
理
が
り
ル
ラ
ス
的
均
衡
で
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
主
を
胡
一
九
却
す
る
こ
之
、

第
一
は
、
森
嶋
敬
援
の
導
か
れ
た
代
替
定
理
そ
検
討
し
て
、
若
干
の
修
正
を
行
う
こ
と
と
れ
で
あ
る
。

(1) 

第
一
の
方
式
に
従
っ
て
考
察
し
た
も
の
に
は
サ
ミ
ι

エ
凡
ソ
ン
問
、
諜
嶋
の
が
あ
り
、
第
二
の
方
式
に
従
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
ア
ロ
I
町
、
シ

z

ル
ジ
斗
ス
ク
レ
ゲ
ン
刀
、
古
持
丸
、
ク
ー
プ
マ
ン
ズ
町
む
が
あ
る
。
ア
グ
テ
ィ
ピ
テ
ィ
・
ア
ナ
リ
シ
ス
で
の
代
替
定
聞
は
既
に
完
結
し
た
形
を

〔

〔

E
〔



備
え
て
い
て
、
特
に
言
及
す
べ
き
点
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

I 

サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

γ
の
証
明
と
そ
の
図
解

順
序
と
し
て
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ツ
ン
の
導
い
た
代
詩
定
理
官
述
べ
る
G

m

h

を
財

X
I
L
の
生
産
量
、

ι

に
よ
っ
て
増
加
さ
吐
る
こ
と
の
で
き
な
ト
い
と
い
う
意
味
で
)
根
源
的
生
産
要
素
と
す
る
。
各
財
の
生
産
品
、
火
投
入
量
と
の
関
係
は

円
切
を
最
終
需
要
量
「
と
す
る
。
ん
を
(
ヰ
一
産

bFru 

な
る
一
次
向
次
の
生
産
関
数
で
与
え
ら
れ
る
。
向
は
出
の
生
産
に
用
い
ら
れ
る
財
あ
の
投
入
量
で
あ
る
ロ
投
入
量
は
負
値
を
与
え
ら
れ
か
。
結
合
生
産
物

( 

H 

H 
) 

U
R
-
-
h
(
H
E
N
S
-
s
 

(
N
U
一「

" ) 

は
考
慮
さ
れ
な
い
。
長
期
的
均
衡
を
問
題
と
す
る
か
ら
、

Q
H
)
で
与
え
た
土
産
開
数
h
z
Z
産
議
全
体
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
最
終
需
要
量

酒

C
に
対
し
て
、
L
F
〔

B
c
p
r
h
)
+
M
ど
な
る
純
産
出
量
が
見
合
わ
な
け
れ
ば
な
b
な
い
。

〉

2

3

 

3
て
、
均
衡
で
は
、
生
産
が
社
会
全
体
と
し
て
有
効
に
古
田
の
お
口
汚
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
主
い
う
乙
と
か
ら
、
サ
ミ
ュ
エ
作
ソ

γ
は
次
の

川

町

』

【

よ
う
に
問
也
を
設
定
す
る

o

G

G
が
与
え
ら
れ
る
時
五
産
業
は

i

宮

内
H
H」
F
T
P
H
E
F
t
)
+
M
N
K
(
N
I
P
-
首
)

h

H』

2
6
 

出
向
。

f

l

p

ニ
H
M
u
d
sト
H

な
る
制
限
条
件
の
下
で
、

H
H
(
N
E
H
E
W
N
H
E
H
)
十一

m
f
を
最
大
に
す
る
よ
う
な
生
障
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
問
題
は
争
件
附
き
柿
大
の
問
題

正
な
り
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
乗
数
を
J

叫
ん
ん
と
す
の
〉
」

(
H
N
)
k
l白
同
ド
+
ケ

U

O

(

1

r

w

a
』

I
r
-
-
H
)

-
c
u去、

を
得
る

Q

ん
ん
を
消
去
し
、
更
に
簡
単
な
演
算
に
よ
っ
て
、
次
の
が
コ
の
式
を
得
る
。

白

h

A

G
剖

川

目

ト

代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九

第
六
日

五
七



代

替

定

理

に

つ

い

て

第

八

十

一

巻

コ

一

九

同

第

六

号

句

、

!

ド

q

H

J

V

句

、

i

H

o

h

o

h

@

h

m

w

H

H

b

『
F

(
Z
)
l
r
z
・割引
L
h
q
E
割引
1

1
割
引
り
ふ
到
H
「
・
J

則引
-
F
Z
H
割
引

制
限
条
件
と
し
て
与
え
ら
れ
た

n
コ
の
式
k
今
わ
せ
て
、
方
担
任
式
の
数
は
(
九
+
三
一
つ
と
な
り
未
知
数
u
g
Q
l
p
u
p
』

H
f

五:
ノ1

• υ 

u
a
+
】
)
の
数
、
r
一

致
す
る
。

-
K

こ
ろ
で
、
よ
ぐ
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
一
次
同
次
同
数
の
第
一
次
偏
導
函
数
は
零
次
同
次
函
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ー
し
岨
「

ト
了
誼

L

l
s
)と
お

い

て

見

る

。

重

要

約

は

向

C
u
r
-
-
)
の
相
対
的
な
比
率
が
玉
で
あ
る
か
ぎ
り
主
で
あ
る
。
つ
ま
り
町

C
u

y
p
与
が
一
定
で
あ
れ
ば
一
定
で
あ
る

G

会
は
生
産
の
規
模
と
は
関
係
な
く
、
生
産
長
素
同

Z
E率
の
函
数
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て

M

の
方
利
式
だ
け
で
も
、
が
コ
の
未
知
数
刊
を
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

以
上
の
推
論
の
過
程
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
方
程
式
川
は
制
限
条
件
、
と
し
て
、

G

仏
或
い
は
九
に
ど
の
よ
う
な
値
を
与
え
よ
う
色
変
り
が
な

い
Q

内
の
値
は
、
そ
れ
ら
の
大
き
さ
と
関
係
な
く
、
生
産
開
数

L
の
形
状
か
ら
、
従
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
技
術
の
状
態
か
ら
だ
け
で
決
ま
っ
て
い
る
ケ
と

が
分
る
。
他
方
、
生
庇
の
均
衡
条
件
か
ら
、
各
財
の
相
対
価
格
も
決
定
さ
れ
る
。

(
N
l
f

・3
'

こ
の
よ
う
に
し
て
、
生
産
英
素
聞
に
代
替
の
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
均
衡
状
態
で
は
常
に
一
定
の
結
合
比
率
、
従
っ
て
一
定
。
提
入
係
数
だ

け
が
存
在
し
、
代
替
の
可
能
性
は
可
能
性
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
が
サ
ミ
ユ
主
ル
ソ
ン
の
証
明
し
た
代
替
定
坦
で
あ
る
。
こ
れ
を
ニ
生
産
物
の
簡
単

な
場
合
に
つ
い
て
閣
解
L
ょ
う
。
白
家
消
費
を
控
除
し
た
、
次
の
よ
う
な
生
産
函
数
を
考
え
加
。

(

]

F

A

C

 

bFHHhH(PN・い代悼む

u
p
w
H
h
m
(
3
r
D
W
V
 

こ
れ
ら
も
又
一
次
同
次
で
あ
る
。

v
均
を
根
源
的
生
産
要
素
と
し
、
今
一
叫
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。
二
次
元
の
直
角
座
棋
の
横
軸
に
h
を
、
縦
軸
に
h
h何
取

る
。
b
p
l
h
H
(
N
S
l
抑
制
)
河
口
内
3
1
F
一
定
N
C
l
坤
札
一
の
グ
ラ
フ
は
火
々
第
二
象
限
、
第
四
象
限
に
描
か
れ
る
。
曲
線
は
、
限
界
変
形
率
逓
減
と
い
う
性

賀
に
従
っ
て
図
の
よ
う
な
形
を
ー
と
る
。
曲
線
u
p
H
F
(
H
E
抑
制
)
及
び
h
c
n
p
ハE
r
u
f
)
上
に
夫
々
点
n
M
及
び
点
仏
を
と
り
、
座
標
を
小
山
々
(
h
H
・3
N〕

(
H
E
h
じ
ょ
す
る
。
直
線
p
p
と
掛
軸
と
の
交
点
を
n
h
縦
軸
と
の
交
点
を
ん
ー
と
す
る
。
点
目
地
或
い
は
仏
に
対
応
し
て
、
各
産
業
で
の
投
入
係
数
が
き



エマ

生
る
。
坤
ち
生
産
方
法
が
き
ま
る
。
投
入
係
数
は
ん
山
内
山
及
び
仏
が
胡
線
上
生
動
く
に
つ
れ

守、¥月
-h也、

~ dl会

て
変
化
す
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
プ
ク
テ
ィ
ピ
テ
f

・
ア
ナ
リ
シ
ス
ぞ
問
い
ら
れ
て

図

い
る
意
味
で
の
一
つ
の
当
産
プ
ロ
セ
ス
を
曲
線
土
の
点
仏
及
び
円
出
に
夫
々
対
応
さ
せ
る
こ

止
が
で
き
る
。
函
数
江
町
及
び
め
が
一
次
同
次
で
あ
る
か
ら
と
の
よ
う
に
考
え
て
も
矛
盾
を

生
じ
な
い

品F9tLX~;-:X:そ
ヴ 2

第

二
つ
の
産
業
が
夫
々
仏
仏
に
対
応
す
る
生
産
プ
ロ
セ
λ
を
採
用
す
る
時
、

up
な
る
純

日

投
入
量
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

Z
A
の
純
産
出
量
の
組
合
わ
せ
は
線
分
台
目
上
の
点
で
あ

ら
わ
さ
れ
る
。
或
い
は
プ
ロ
セ
ス
ロ
G
H
E
D
G
b

と
の
凸
一
次
結
合
で
あ
ら
わ
さ
わ
る

L

乙
云
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

k
こ
る
で
、

I
Fな
る
生
産
要
素
を
有
効
に
使
用
し
て
い
る
た
め
に
は
、
線
分
伊
国
闘
の
右
上
の
点
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
純
産
出
量
の
組
合
わ
せ
が

l

p

な
る
純
投
人
量
に
よ
っ
て
は
も
は
や
獲
得
で
き
な
い
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ
第
一
凶
で
の
同
匂
凶
な
る
線
分
は
そ
り
よ
う
な
条
件
を
み
た
し

て
い
な
い
。
図
か
ら
直
ち
に
分
る
よ
う
に
、
二
州
線

F
H
F
ハHpm
・
-
閉
じ
・
ぃ
F
H
F
(
N
R
・
-
抑
む
に
同
時
に
接
す
る
よ
ラ
に
直
線
を
ひ
き
、
接
点
を
九
及

び
五
と
し
、
叉
線
分
』
U
H
F
と
横
川
及
び
縦
軸
之
の
交
点
を
そ
れ
ぞ
れ
旦
及
び
九

ιず
る
時
、
線
分
周
司
ω

が
右
四
条
件
を
満
足
し
て
い
る
。
拍
腕
分
同
HHHI

の
右
上
方
の
点
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
純
産
出
量
守
得
る
に
は
も
は
や

1
印
刷
な
る
純
投
入
量
で
は
不
足
し
て
お
り
、
同
H

民
ー
の
左
下
方
の
点
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

純
産
出
量
を
得
る
に
は

l

p
の
純
投
入
量
を
必
要
と
し
な
い

き
て
任
意
に
選
ん
だ
線
分
同
ゐ
闘
が
回
同
"
に
一
致
す
る
た
め
の
条
件
を
解
析
幾
何
学
の
初
歩
的
な
知
識
を
利
用
し
て
求
め
よ
う
。
点

Q
L
E〉
及

び

(
N
E
hむ
を
迫
る
直
線
の
方
程
式
は
次
の
通
り
。

同開
(
N
E
U
F
)
N

D
l
h刷会
F
l
p
u
H
U
U川
町
別
劃
引
川
剛
山
M
l八

D
l
N
R
H
)

(一戸町一)代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九
五

第
六
号

五
九



代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九
/、

第
六
号

。

向
日
酬
の
切
片
の
長
さ
は
、
次
の
よ
う
に
L7
え
ら
れ
る
。

2

8

3

u

吋
州

W
L刊

誌

出

+F(NMM
抑
制
)

点
仏
及
び
円
凶
が
夫
々
ト
八
九
及
び
白
川
に
一
致
す
る
に
は
次
の
二
つ
の
条
件
が
必
要
か
つ
充
分
で
あ
る
。

ω点
仏
及
び
円
出
で
の
夫
々
の
山
線
の
接
線
の
勾
配
が
相
等
し
い
。

ω直
線

C
M
G
N
で
切
ら
れ
る
叫
軸
の
切
片
の
長
さ
が
極
大
で
あ
る
。

AF
泊町

白
か
ら
由
ち
に
牢
川
・
!
?
川
止
を
得
る

ω

臼
N

N

、

府

出

。

h
加

。

h

m

リ

ωの
条
件
に
従
っ
て
(
同
町
)
を
町
で
微
分
し
、
出
削
l
u
c
か
ら
剤
川
l

・
創
刊
H
H
l
酎
|
戸
ー
を
得
る
c

l
伽
昏

!
1
l
.
:
F‘

』

:

向
家
消
由
皆H
を
イ
ン
プ
リ
シ
す
ト
に
考
慮
し
て
い
る
占
点
山
に
注
窓
す
れ
ば
、
今
導
い
た
二
つ
の
方
程
式
が
、

「

]
7
u
)

と
阿
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る

以
上
の
よ
う
に
し
て

h
が
与
え
ら
れ
る
と
そ
れ
に
対
応
す
る

Z
Z
二
則
の
純
産
出
量
の
有
効
な
組
の
集
合
が
定
ま
り
こ
れ
は
直
縦
で
あ
る
。
己
れ
を
五

あ
の
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ぶ
こ
と
に

L
ょ
う
。
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
直
線
(
生
産
物
が

n
種
類
の
時
に
は
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
f

ア
は
宮

σ

次
元
の
起
半
面
〕
に
な
る
と
い
う
事
災
、
及
び
五
及
び
v
引
の
相
対
価
格
が
こ
の
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
の
正
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
町
勾
配
で
与
え
ら
れ
、
フ
ロ
ソ
テ

且

イ
ア
及
び
こ
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
の
大
々
の
勾
阻
は
均

(
n
生
産
物
の
場
合
に
は
恥
)
の
与
え
方
に
は
関
係
し
な
い
と
い
う
事
実
、
と
れ
が
代
替
定
坪
一
の
基

本
的
な
内
容
で
あ
る
。
実
際
、
生
産
の
均
衡
点
で
は
ザ
坐
仰
げ
と
い
う
条
件
が
み
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時
、
;

る
勾
配
を
も
っ
直
線
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
到
同
凶
と
直
交
し
て
い
る
こ
と
は
第
一
図
で
明
ら
か
で
あ
る

ω

川W

サ
ミ
ュ

ι

ル
ソ

γ
凹
で
は
投
入
泣
を
プ
ラ
ス
で
扱
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
以
下
の
分
析
と
の
関
係
で
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
扱
う
。
断
わ
る
ま
で
も
な

く
こ
れ
は
骨
折
円
便
官
一
ょ
の
問
題
で
分
析
の
内
容
に
影
響
は
な
い
。

州
W

N

t

明
効
wu

と
い
う
言
葉
町
一
定
義
は
ク
l
プ
マ

γ
ズ
凶
で
ケ
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
定
義
に
従
う
。

川w
h川
諭
資
本
主
義
経
済
相
続
下
の
各
企
業
の
生
産
活
動
が
、
常
に
全
体
と
し
て
資
加
の
有
効
な
位
用
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い



て
森
嶋
の
で
政
し
い
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

E
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
損
す
る
。

時

Fr

ω
印
刷
を
次
O
よ
う
に
設
定
し
よ
う

o
G
α

仏
を
子
一
ん
、
そ
の
制
限
目
も
と
に

m
u
J
Z
を
(
代
数
的
に
)
故
大
に
す
る
。
こ
の
問
題
を
解
く

こ
と
に
よ
っ
て
や
は
り
同
一
め
結
果
を
狩
る
。
資
慌
の
有
効
な
刷
用
と
い
う
芯
味
は
、
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
問
題
を
考
察
す
一
心
こ
と
に
よ
勺
て

一
層
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
家
消
買
に
つ
い
て
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
と
囚
わ
れ
る
。

3
1
L
P
(
H
E
N
E
-
-
D
E
U
で
山
か
ら
山
ま
で
そ
れ

X
 

ぞ
れ
或
る
値
を
与
え
た
時
、

h
は、

hp十
UFHHH〉
(
N
h
t
F
r
-
u
p
tじ
+NMM

を
最
大
に
す
る
よ
う
に
ま
め
ら
れ
る
管
で
あ
る
。

ug--『白人
p
z

句、

z

m

q

WHM、
.
M
H
Y
H〕
匂

l

凶
|
「

H
H
と
か
ら
町
と
抗
と
は
決
定
芦
れ
る
u

更
に
凶
川
同
l
I
H
を
利
用
し
て

h
を
消
去
し
、

3
u
F
9
5

ヨ夕、一
T
M
)
と
い

j

j

 

う
自
家
出
曲
目
を
耕
除
し
た
後
の
闘
怖
を
得
る
。
品
が
一
次
同
次
で
あ
る
こ
と
は
簡
単
に
分
る
。
他
方
、
例
え
ば
、
山
以
外
の
投
入
量
を
与
え
て
も
、

bpHH
」え
P
H
L
E
F
r
-
u
y
t
し
だ
け
か
ら
は
山
も
山
も
き
ま
ら
な
い
。
こ
の
点
に
日
家
消
費
の
特
殊
な
性
置
が
見
ら
れ
る
。

川

w

h

切
片
が
最
大
に
な
る
こ
と
と
品
開
片
が
最
大
に
な
る
こ
と
と
は
同
備
で
あ
る
。
ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
上
い
。

例

文

fmHOと
h
w
l己
主
は
、
条
件

ωが
み
た
さ
れ
る
限
り
で
同
値
な
関
係
に
あ
る
。

(5) 

E 

ワ
ル
ラ

λ
的
均
衡
ご
代
替
定
理
は
た
り
た
つ

森
嶋
教
授
は
サ
ミ
ご
{
ル
ソ
ン
の
一
証
明
し
た
代
替
定
理
で
、
資
本
主
義
経
済
で

O
各
企
業
品
利
潤
率
極
大
を
め
ざ
し
て
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
明

示
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
ラ
理
由
で
、
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
(
森
嶋

mv
し
か
し
、
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
て
し
ま
う
前
に
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ

ン
の
証
明
が
、
こ
の
企
業
の
行
動
原
理
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
の
が
常
道
だ
之
思
わ
れ
る
ロ

前

ι同
様
に
一
次
同
次
の
生
産
函
数
を
考
え
る
。
考
察
さ
れ
る
の
は
個
々
の
投
入
量
で
は
な
く
投
入
係
数
で
あ
る
か
ら
以
下
の
分
析
で
は
、

(

旧

日

Y

】

下
( 

N 
H 

N 
N 

p. • 
pn+l ~ 
と主
す怒
る r

) 

(
"
l
r
p
 
-
言
)

を
考
え
る
。
各
財
の
価
格
を
九
日
か

代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九
七

第
六
号



代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

三
九
人

第
六
号

六

各
企
業
は
利
潤
率
擁
大
八
従
っ
て
平
均
生
産
費
痴
小
)
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
劫
衡
で
は
、
次
の
式
が
成
り
立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ミ

ー

阿

国

lp

曲
、
お

ハ
出

M
Y

叫
す
い
吋
ー
ム
m
r
u
H
山
市

(1ru--首
)

!

劃

引

日

引

制

引

判

割

引

引

次
に
、
自
由
競
争
下
の
長
期
的
均
衡
を
仮
定
し
、
均
衡
で
は
超
過
利
潤
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
従
っ
て
、
価
格
と
平
均
生
巌
費
、
と
が
一
致
す
る
と
し
よ
う
。

~n 
b 

以
よ
〈
同

H 
) 

( 
N 

M 
~ 

Qv  
w 

"凶1
の回
方五
程 立
式
カ1
分
析
の
出
~ 
点
で
あ
る

(
日
・

u
y

(
出

H
f
p

" 〉

同
次
雨
数
に
つ
い
て
の
オ
イ
ラ
ー
の
定
理
に
よ
っ
て

Q
・3
は
そ
れ
と
同
値
な
次
の
式
で
お
き
か
え
ら
れ
る

ω

也

、

神

お

〉

い

(
M
-
H〕

J

r乳
1
1乱
1
1・
+
刑
罰
い
叶
吉
田
副
+

H

(

ド

L

U

M

-

-

3

)

(
旧
・
ω
)
肉
式
の
河
辺
を
恥
で
割
り
、

Q
-
M
Y
に
従
つ
て
、
価
格
比
を
偏
導
函
数
の
比
で
お
き
か
え
る
と
、

(
M
b
y
 

榊I~

fI4到予

山

w'F

+

出

品

川

十

吉

一

hEb

mwug-羽
+
阿

(
咽

u
r
p

お
) 

こ
れ
を

(
N
-
H〉

t

と
比
較
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て

(
N・
日
)
肉

匂

H

M

O

H

町

匂

IF

l
H

叫
町
川
l

d

k

u
引

出

町

川

-
O討

H
l
d
h
m

到
I
M
F
-
一
リ
ー
ー
到

i

割
引
州
知
町
判
引

d
引
U
U川
副

劃

U
U川

mw」
p

m
w
h
a
 

G
子

。Ng
a直下

(で

u
y
p

法、-

こ
れ
か
ら
直
ち
に
次
式
を
得
る
。



(
回
目
)
向

(
T
U
Y
P
 

お
〕

更
に
、
(
N
・3
h
の
各
項
を
ハ
日
・
日
)
拘
内
対
応
す
る
犬
々
の
項
で
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
式
を
得
る
。

(
N
・
可
〉
号

曲目

F

白
'

p

q

〉

出
引
U

判

叶

ド

d
E川
出

剖

叶

。刊
l
u
〕
W
1
H
J
E
H
M
H
l周
w
h
i
n

-

割

引

出

叫

ん

円

割

引

出

引

!.jお

ぉlF1予

~ 
) 

こ
の
関
係
か
ら
一
次
の
式
を
得
る
。

〈

N
・田ピ

。」p
q

」

p

a

剖
配
引
1
.
d恥
円
U
ト

(
刷

H
M
U

お
) 

。」日

ω
L
P
G
H
H

mwE引

EMu-ENH引

二
。
及
び

(
N
・∞

γ・
(
N
U
N
-
w
s
u

は
寸
ミ
ユ
エ
ル
ソ
y
が
導
い
た
方
程
式
(
H
M
)

の
一
部
分
で
あ
る
。

残
り
の
部
分
も
、
関
係
式
(
N
・日)肉と

(
N
-
U
1
Y

か
ら
先
と
同
様
に
単
純
な
演
算
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
省
略
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
一
次
同
次
の
生
産
函
数
を
仮
定
し
た
ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
体
系
か
ら
出
発
し
て
、
他
に
何
の
仮
定
を
も
置
く
こ
と
な
し
に
サ
ミ
L

エ
ル
ソ

y
の
方
程
式
系
。
・

8
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
k
は
、
ワ
ル
ラ
民
的
均
衡
に
対
応
す
る
方
程
式
(
N
・G
-
Q
-
M
Y
Q
-
ω
γ

の
解
が
サ

ミ
晶
エ
ル
ソ
y
D
導
い
た
方
程
式
。
・

3
宇
一
み
た
し
、
又
逆
も
、
一
次
同
次
の
生
産
函
数
を
仮
定
す
る
限
り
に
お
い
て
、
真
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。

従
っ
て
、
均
衡
に
お
い
て
は
経
済
全
体
と
し
て
資
源
を
有
効
に
利
用
し
て
い
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
と
仮
定
し
て
代
替
定
型
を
導
い
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の

考
え
方
は
、
均
衡
に
お
い
て
利
潤
率
が
零
と
な
る
完
全
競
争
下
の
長
期
的
均
衡
を
仮
定
し
て
代
替
定
理
を
導
く
考
え
方
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
。
サ
ミ

こ
う
し
て
得
た
(
問
。
)
P
Q
H
Y
P

ユ
エ
ル
ソ
ン
の
代
替
定
理
は
、
そ
の
証
明
で
資
本
主
義
経
済
で
の
企
来
の
行
動
原
則
を
明
示
的
に
は
考
慮
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

一
次
同
次
の
生
産
函

数
を
仮
定
し
た
ワ
ル
ラ
ス
的
体
系
で
の
代
替
定
理
と
し
て
は
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
告
。

E 

資
源
の
最
適
利
用
よ
完
全
競
争
下

ω均
衡

代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

九
九

第
六
号



第
八
十
一
巻

I
、
E
で
の
分
析
の
結
果
を
利
用
し
て
、
資
源
の
最
適
利
用
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

U

ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
で
は
、
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
上
で
生
産
が
行
わ
れ
、
資
源
が
最
適
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
と
の
関
辿
で
、
こ
の
命
題
は
詰
る
べ
き
も
の
を
殆
ん

代
番
定
理
に
つ
い
て

四

C
C

ノ、
四

第
六
号

日
歩
進
ん
で
、
均
衡
に
お
い
て
正
の
超
過
利
潤
が
存
在
す
る
モ
デ
ル
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
考
察
に
先
き
立
っ
て
、

コ
ン
シ
ス
チ
ン
ト
な
モ
デ
ル
古
株
成
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
な
こ
之
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
森
嶋
町
第
四
世
に
お
け
る
セ
デ
ル
で
亨
え
る
こ
と
に
す

。，

る
。
し
か
も
、
超
過
利
潤
客
(
以
下
簡
単
に
利
潤
率
と
呼
ぶ
)
が
い
か
に
決
定
さ
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
比
較
静
学
的
に
、
利
潤
率
を
パ
ラ
メ
タ
ー
と
し
て
、

ど
も
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

投
入
係
数
及
び
相
対
価
格
の
動
き
を
考
察
す
る
こ
と
だ
け
に
問
題
を
限
定
す
る
。

(
ω
]
{
)刷

利
潤
山
崎
lγ

が
与
え
ら
れ
た
時
、
均
衡
に
お
い
て
は
次
の
方
程
式
が
な
り
た
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

HUH-F(U門前
ド

5
2
u
F
f
H
)
(
N
I
r
p
w
a
)

司
H

G

H

凶

号

沿

言

句

N
引

到

州

引

出

引

叫

す
川
引

l

J

q
川
l
u
q
h駒
1
;
H
H
l
u
h
|

m
w
N
T
a
+戸
市

叩

u
r
-
3
4
7
ド

。

い

刊

誌

】

謁

+

】
F

T
I
C
+
可
)
凶
苫

u
g
h
(
N
H
H
Y
M
-
-
s

ふ
正
で
あ
る
な
り
ば
、
こ
の
方
程
式
の
解
は
、
ー
、

I
で
得
た
均
衡
解
邑
は
呉
る
管
で
あ
る
。
九
に
対
」
年
る
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
も
旦
(
る
し
、

又
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
正
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
余
弦
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
投
入
係
数
及
び
相
対
価
格
の
変
化
の
方
向
は
利
潤
半
?
の
大
き
さ
と

(
ω
N
Y
 

(
日
・

ω〕
時

(
e
H
H
Y
N
 

治
) 

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

詰

H
H
M
と
い
う
単
純
な
場
合
に
は
明
確
な
結
論
を
得
る
こ
邑
が
で
き
る
。
自
家
消
費
を
背
景
に
押
し
や
っ
て
、

u
f
l
h
H
(
u
F
N
-
E
ω
)団

p
u
h九
3
z
u
p
ω
)

(ω
戸
、
)

な
る
生
産
函
数
を
導
入
す
る
(
工
町
註
同
参
照
)
。
こ
の
よ
う
に
単
純
化
す
る
と
方
程
式
(
M
E
H
Y
W
Q
-
M
)
S
Q
U
Y
は
次
の
よ
う
に
な
る
ロ

H
H
h
k
u
pど
U
E
)
・
H
H
h回
(UCHWUCω
〉



(

回

目

J

(ω
回
、
〕

こ
れ
よ
り
次
の
万
程
式
を
得
る
。

l
p
l
(
同
+
る
〔
P
N
Z
+
P
N
H凶
)
、

(
ω
i
p
)
 

川
崎
円

、
H

m

州

W
M
M
H
I十
、

?
H
a
h
-

舟
¥

国
釦
川

l

国
民
引

阿

川

「

匂

hz↑
~mwhM

p
l
d剛
山
口
出
剖
ん

l

p
l八
H
+ろ
(

』

守

HN己
+
p
u
R
N
U

。h』

官
剣
山
川
工
、

p

」
F
l

」
河
川

l

hwNH

刷
。

h

利益

(
日

-
H
J
L
r」

Q
E
C
と
に
よ
っ
て
、

h

h
、
h

h
、
印
印
刷
仰
は
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
解
と
Y

と
の
関
係
は
ど
う
か
。
紙
数
の
関
係
で
分
析
の
詳
し

い
報
告
を
す
る
こ

ιが
で
き
な
い
の
で
、
結
果
だ
け
を
一
万
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
ロ

γ
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
山
と
加
の
絶
対
値
は
大
き
く
な
り
、

M
L
c
h
の
絶
対
値
は
小
き
く
な
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
相
対
価
怖
か
一
白
及
ぴ
か
一

h
は

〉3
 

共
に
上
昇
す
る
e

x， 

.X;. 

日

q 
代
替
定
理
に
つ
い
て

こ
の
結
果
を
利
用
し
て
資
源
の
最
適
利
用
及
び
生
産
白
有
効
な
ア
凶

Y
テ
ィ
ア
と
利
潤
率

γ

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
ナ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ー
で
与
え
た
グ
ラ
プ
を
利
用
す
る
。

h
を

図

与
え
る
と
三
勺
の
生
産
曲
線
を
得
る
。
線
分
h
p
H
H
M
が
利
潤
蔀
ゼ
ロ
の
時
の
有
効
な
フ
ロ
ン

第

テ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見
士
。
利
潤
率

r
が
正
の
値
を
取
る
時
、
先
に
述
べ
た
結
果
に

よ
っ
て
、
山
及
び
山
は
共
に
増
加
す
る
。
従
っ
て
生
産
の
均
衡
点
は
、
九
及
び

R
か
ら
夫
々

の
生
産
曲
線
上
を
原
点
に
向
っ
て
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
(
例
え
ば
点
仏
及
び
仏
〉
。

そ

し
て
こ
の
時
の
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
線
分
白
川
町
"
と
な
り
、
線
分
同
H

同
日
よ
り
も
原
点

寄
り
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
伊
ー
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
原
点
寄

第
八
十
一
巻

第
六
号

/、
五

四
O 



代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

四
O 

第
六
号

り
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
分
る
。
換
言
す
る
と
、

γ
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
財
五
及
び
為
の
獲
得
し
得
る
純
産
出
量
の
範
囲
が
次
第
に
縮
少
す
る
。

生
産
白
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
上
の
点
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
純
産
出
量
を
そ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
対
応
す
る
均
衡
価
格
に
よ
っ
て
純
産
出
額
に
換
算
し
よ
う
。
一

つ
の
フ
ロ

γ
テ
ィ
ア
上
で
は
ど
の
点
の
価
額
も
同
一
で
あ
v
向
。
白
を

1
kす
れ
ば
線
分
自
民
上
の
す
べ
て
の
点
の
V
A
財
表
示
の
価
額
は
線
分
。
討
に

等
し
い
。
同
様
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
白
白
上
の
点
の
価
額
は
口
出
で
あ
る
。
従
っ
て
、

r
H日
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
一
町
の
純
投
入
量
に
よ
勺
て
も
た
ら

さ
れ
る
五
財
表
一
部
の
純
産
出
額
は
減
少
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
し
に
の
こ
と
か
ら
、
利
潤
牢
が
正
の
場
合
に
は
資
源
の
利
胤
が
非
能
率
酌
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
利
潤
半
が
正
の
場
合
の
生
産
自
フ
ロ

Y
テ
ィ
ア
を
、
有
効
な
フ
ロ

Y
テ
ィ
ア
k
呼
ぶ
こ
と
は
討
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

ω
生
産
が
有
効
に
行
わ
れ

τい
る
こ
と
と
資
源
が
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
既
に
凡
て
来
た
よ
う
に
同
じ
で
あ
る
。
資
源
の
最
適
利
用
と

は
資
源
の
有
効
な
利
用
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ω
王
の
刺
淵
率
。
原
因
を
刊
用
量
の
限
ら
れ
た
運
転
資
本
に
求
め
得
る
。
異
っ
た
刺
潤
卒
に
対
応
す
る
均
街
投
入
係
数
及
び
均
衡
伺
格
体
系
を
考
察

す
る
限
り
で
仕
、
こ
の
モ
デ
ル
で
考
察
し
て
差
し
支
え
な
い
。
し
か
し
代
替
定
起
を
加
の
そ
デ
ル
で
主
張
し
よ
う
と
す
る
胡
令
に
問
題
が
起
る
。

(
V
節
参
照
)

ω
方
程
式
(
ω

・6
を
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
以
上
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

ω
相
対
価
栴
が

y
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
り
勾
配
に
等
し
い
こ
と
か
ら
碑
め
ら
れ
る
。

百

根
源
的
生
産
要
素
が
二
極
類
以
上
あ
る
場
合

代
替
定
理
は
恨
源
的
生
産
要
素
が
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
L
し
を
必
要
条
件
と
し
て
い
る
。
こ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
な
い
場
合
、
問
題
の
性
質
は
ど
の
よ
う

に
変
る
で
あ
ろ
う
か
。
根
源
的
牛
産
要
素
が
m
種
類
あ
る
と

L
ょ
う
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
方
法
に
従
っ
て
も
、
或
い
は
ワ
ル
ラ
ス
的
拘
衡
の
仮
定
か
ら

開
発
し
て
も
同
械
に
、
次
の
方
程
式
体
系
に
到
達
す
る
乙
と
は
す
ぐ
に
確
か
め
ら
れ
る
。



(
十
日
〉

計バヨギ
E lJmL 

日

出

白

h

E

'

F

出
剖
引

l
副
H
V
N
l
m
w
N
H
F

・

お
" 
H 

曲
H
V

白
h

u

q

H

U

.lE引
.
凶
か
訓
l
引い
1
3

。」J
q

L

F

創
刊
引
割
引
引

(
肺

U
P

2き
) 

万
程
式
の
数
は

{
(
3
l
H
X遣
+
S〕
+
H
}
コ
で
あ
る
の
に
対
L
、
未
知
数
内
会
u
r
-
P
H
I
H
・M
-
a
+
富
l
H〉
は
す
言
+
s
i
H
)
}
コ
あ
り
方
程

式
町
総
数
よ
り
も
(
華
同
)
コ
だ
け
多
い
。
言
W
N
な
る
限
り

Q・
3
だ
け
か
ら
で
は
向
は
き
ま
ら
な
い

G

こ
の
点
で
、
も
は
や
代
替
定
理
は
成
立
し

な
く
な
る
。

そ
こ
で
恨
源
的
生
母
要
素
聞
の
相
対
価
格
を
与
え
る
と
、
次
の
門
誌
1
3
コ
の
方
程
式
で
(
品
ム
)
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

除
同

3

1

ξ

(
f
N
)
?
+
九
割
引
と
ー
割
礼
判

Q
U
E
-
-苦
1
3

2
・3
と
(
品
目
)
と
か
ら
、
刊
が
き
ま
り
、
そ
れ
と
同
時
に
相
対
個
格
体
系
が
決
定
す
可
制
。
故
に
根
源
的
生
陪
要
素
聞
の
相
対
価
格
が
一
定
で
あ
る
限

り
投
入
係
数
及
び
相
対
価
格
体
系
は
一
定
で
あ
る
。
根
源
的
生
産
要
素
の
相
対
価
格
一
定
と
い
う
条
件
。
下
に
、
代
替
定
理
を
修
正
し
た
形
で
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
時
、
生
皮
D
有
効
な
フ
ロ

Y
ア
f

ア
は
一
般
に
守

I
C
次
元
の
超
平
田
を
形
成
し
な
叶
。
又
有
効
な
ア
ロ
γ
テ
ィ
ア
の
法

線
ベ
ク
下
ル

E
生
産
物
問
の
相
対
価
格
と
の
明
確
な
関
係
も
失
わ
れ
る

次
に
一
つ
の
特
異
な
場
合
に
つ
い
て
言
及
L
て
お
こ
う
自
森
嶋
教
授
は
正
田
均
街
利
潤
率
が
存
在
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル
で
、
代
陸
定
理
官
辺
ζ

う
と
試

み
ら
れ
士
。
正
の
利
潤
率
白
存
在
を
意
味
附
け
る
た
め
に
社
会
全
体
、
と
し
て
一
定
量
の
運
転
資
本
が
存
在
す
る
左
仮
定
さ
れ
た
(
森
嶋
一
山
主
七
ベ

l
qン)。

次
節
で
、
わ
れ
わ
れ
は
森
嶋
教
授
の
代
替
定
理
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
準
備
と
じ
て
、
こ
こ
で
は
、
一
定
量
の
労
働
と
一
定
量
の
運
転
資
本
が
存
在
す
る

時
生
産
の
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
な
形
を
取
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
を
明
確
に
し
て
お
こ
ラ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
で
、
エ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
し
て
財
v
h
t
取
る
。
ぞ
う
し
て
、

一
定
量
の
運
転
資

4
と
し
て
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
エ
の
一
定
量
の
λ

ト
ゥ
ク

代
替
定
理
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

四

O 

第
六
号

六
七



代
替
定
理
忙
つ
い
て

w
川
を
考
え
る
こ
之
と
す
vr
。
均
衡
利
潤
半
?
と
と
も
に
一
定
の
投
入
係
数
及
び
相
対
価
格
体
系
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
よ
う
。
更
に
、
最
終
需
安
打
閉
p
h

-
G
E
G
に
見
合
う
純
産
出
量
を
生
産
す
る
の
に
、
一
一
品
の
純
投
入
門
旦
及
び
一
W
だ
け
の
運
転
資
本
が
必
要
で
あ
る
L
L
し
よ
う
。

第
八
十
一
巻

第
六
号
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ノ¥

四
O
四

一一、
~1...~I.0 r 
」一一ノ

11 -， H 

/一一、
総I

H 

十

!'31. ， .~I~1 

" "" 
+ 
F 

/ 

柑
凶

+ 
l-l1... ~I 抑

、凶

目阿=ぞ 闘ド/

一 一~I + 
11 
H . 
;'-1 
IIV 
d 

(
?
ω
)
 

(
A
H

・5

ー司
FiTHUMpwzfH
十

LNLPfH
十

(
十
日
)

首
+
戸

2
1十
-

司
H
l
F
M
W
L
ζ
+
r
M
H
r
g十

し

叫

四

回

、

H
』

+ 
;-1 -"' a 

+ 
~1 l-tl. ....L 
，泊目， ， 
¥二三一一ーーノ

+、「凶
g
a
+
H

邑ムト「

十
』
丈sι一凶
~vP

守$h
山相即「詰ミH
 

h
『

H

(
P山
H

)

+
 

-
h
に
対
し
て
純
産
量
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
定
ま
っ
て
い
る
。
点
(
円

z
p・

刊

誌
の
最
終
需
要
最
の
組
合
わ
せ
は
-
h

の
純
投
入
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
に
最
終
需
裂
を
ア
ロ
シ
ア
f

ア
に
れ
っ
て
変
化
さ
せ
る
時
、

首

必
要
運
転
資
本
額
ほ
ど
の
よ
う
に
変
る
で
あ
ろ
う
か
@
こ
れ
は
先
の
方
程
式
糸
で
九
九
ん
を

M
F
"
H

院

+

同

-
n
s
)
は
そ
の
フ
ロ

γ
テ
ィ
ア
上
に
あ
る
。
逆
に
こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
上
の
任

F
W
己
と
い
う
制
限
の
下
で
変
化
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
考
察
で
き
る
。
(
仏
間
)
の
右
辺
を
書
き
か
え
る
と
次
の
式
を
得
る
。

喝

斜

、

白

i

r

拾

』

l

l

-

E

(
十
日
、
一
)
凶

N
A
M
P
F
L
I
M
h
y
p
+
γ
+』
『
+
h
M
p
h
y
F
H

司
H

刷

M

M

〆し司
h

』
、
h

-

H

H

h

q

H

市
川
が
必
要
運
転
資
本
で
あ
る
。
同
は

ιι
ん
が
変
化
す
る
に
従
っ
て
変
化
す
る
こ
と
は
す
ぐ
に
分
る
。
(
帆
が
一
定
で
あ
る
の
は

F
I町
N
D
U

H
b
R
F
 

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
う
か
。
こ
れ
も
又
、

の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
必
然
恒
は
全
く
な
い
。
〉
で
は
必
要
運
転
資
本
並
を
一
定
に
た
も
つ
よ
う
な
純
産
出
量
り
組
の
集
合
は

一
つ
の

(

S

C

次
元
の
起
平
面
に
な
る
乙
と
が
容
M

却
に
確
か
め
ら
れ
る
D

T

H

M

の
場
合
を
図
一
目
す
れ



ω
方
程
式
(
十
】
)
を
補
う
べ
き
も
の
と
し
て
、
恨
源
的
生
産
要
素
に
つ
い
て
の
問
ヨ
の

制
限
条
件
を
加
わ
え
る
と
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
一
応
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

官
十

H

i

F
L
l
m
?
?持

(
T
H
U
N
-
-
3
)
を
補
っ
て
も
仙
川
は
決
定
さ
れ
な
い

(
2
1
F

S
H
N

の
場
合
に
つ
い
て
考
え
て
凡
ら
れ
た
い
。
〉
」
の
こ
と
は
、
二
楠
烈
以
上
白
根
抑
的

件
産
安
京
の
利
用
可
能
量
を
与
え
た
時
そ
れ
に
対
応
し
て
定
金
る
生
産
の
有
効
な
ア
ロ
ソ

テ
ィ
ア
が

(

a

H

)

次
一
刊
の
超
平
面
忙
な
ら
な
い
午
、
と
を
示
し
て
い
る
。

制
古
存
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
相
対
価
格
が
与
え
ら
れ
た

m
都
類
の
根
源
的
生
産
要
素
を
、
単
一
の
合
成
肘
に
ま
と
め
、
こ
の
合
成
財
の
利

則
可
能
宜
を
干
え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
有
効
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
苧
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
古
谷
町

ω
P
N
・ω)
。
こ
の
時
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
た

し
か
に
宮
戸
)
次
元
の
超
平
面
と
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
は
や
は
り
生
産
物
町
相
対
側
格
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
点
に
注
立
し
よ
う
。

川
w
森
崎
教
授
は
不
動
点
定
型
を
利
用
し
て
こ
の
こ
と
を
証
明
さ
れ
た
。
た
だ
均
衡
利
潤
率
が
非
負
で
あ
る
た
め
に
は
「
賃
銀
平
」

D
E域
に
若
干
の

制
限
M
品
川
世
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
森
嶋
教
段
。
代
替
定
理
比
一
定
量
。
運
転
資
本
を
仮
定
し
た
た
め
に
定
理
の
妥
当
す
お
範
囲
を
み
ず
か
ら
せ
ば
め

る
こ
と
に
な
っ
士
。
こ
の
点
を
V
予
説
明
す
る
。

川
明
シ
ス
テ
ム
心
中
に
運
転
資
本
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
シ
ス
テ
ム
の
中
に
「
貨
幣
ー
を
革
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
む
は
一
一
ユ
メ
レ

ー
ル
を
貨
幣
と
み
な
し
℃
そ
れ
に
一
般
的
受
領
性
を
仮
定
す
る
。
運
転
資
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
は
各
企
業
家
に
所
有
ヌ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
、
利

4
J

率
を
考
慮
外
に
お
く
。
分
析
の
こ
の
抽
象
の
段
階
で
は
、
運
転
資
本
に
つ
い
て
の
右
の
仮
定
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
c

d

¥

お

+
-
t

ノ

同

開

司

H
M
J
凶
な
λ

川山培、

u
p
Lヨ
官
民
川
川
C
〕
を
み
た
す
よ
う
な
ん
ん
九
心
組
の
集
合
は
守
ご
汰
元
超
平
而
と
正
の
象
限
と
の
交
わ
り
で
あ
る
e

叫

副

ド

ノ

ト

叫

削

降

、

、

こ
れ
を
M
lと
す
る
。

M
は

宮

I
H
)
次
元
の
単
体
と
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、

円

二ど戸品Lτ町王J

二>;~:f，(x" ， え)

陀H 
代
替
定
理
に
つ
い
て

図

ば
上
の
よ
う
に
な
る
。
線
分

C
H
G
N
は
↓
に
対
』
監
3
ゐ
生
産
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
線
分
同
同
町
闘

は
院
だ
け
の
運
転
資
本
ー
を
ち
ょ
う
ど
必
要
と
す
る
だ
け
白
純
産
量
町
一
組
の
集
合
で
あ
る
。
一
叫
及

。
一
肌
が
与
え
ら
れ
た
時
、
純
産
出
量
の
獲
得
可
能
領
域
は
四
辺
形
。
国
弘
司
副
と
な
る

Q

第

第
八

I
一
巻

第
六
号

ノ、
プL

問
。
五



代
一
一
世
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理
に
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い
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十
一
巻

凹

O
六

第
六
号

己

O 

、円土日、

F
十

p

p

y

-
「主一

H
H

「E出
向

一P
二
何
回
M
L
M
+
F
u
h
E
F
一
、
二
同
「

rGWミ
3
3が。

一口
L

一

P
F
T
+
F
L
(言語
)

で
与
え
ら
れ
る
純
生
産
出
量
。
組
の
集
合
S
が
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

守
ぷ
次
元
の
単
体
で
あ
る
。

S
は
一
次
変
換
X
に
上
る
M
の
n
次
一
耳
空
間
へ
の
写
像
で
あ
り
、

や
は
り

V 

森
嶋
教
授
の
代
替
定
型

正
の
均
衡
利
潤
小
平
が
存
在
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
、
代
替
安
理
を
場
〈
た
め
に
森
嶋
教
授
は
社
会
全
体
と
し
て
一
定
量
の
、
自
由
に
移
動
L
得
る
運

転
資
本
の
存
在
を
仮
定
さ
れ
る
(
高
崎
町
)
。
運
転
資
本
量
が
一
定
で
あ
る
と
こ
ろ
に
正
の
利
潤
辛
が
生
ず
る
原
因
が
あ
り
、
自
由
な
移
動
性
に
よ
っ
て

産
業
聞
の
刺
潤
平
均
等
化
が
説
明
き
れ
る
。

既
に
見
た
よ
う
に

(
E
F
)
生
民
物
、
と
根
源
的
生
産
要
素
を
含
め
た
全
体
。
相
対
価
格
体
系
と
と
も
に
投
入
係
数
、
利
潤
平
が
き
ま
っ
て
い

h
o
も
し

根
源
的
生
島
要
素
闘
の
相
対
価
格
、
或
い
は
ニ
品
メ
レ
ー
ル
で
ほ
か
っ
た
恨
源
的
生
産
要
素
柿
格
が
変
れ
ば
、
投
入
係
数
も
利
潤
率
も
変
化
す
る
凶
従
っ

て
投
入
係
数
が
一
定
で
あ
る
た
め
に
は
五
財
表
示
の
恨
甑
的
生
産
要
素
価
怖
が
一
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
森
嶋
教
授
は
各
々
白
恨
源
的
生
産
要

素
の
供
給
菌
数
に
つ
い
て
或
る
価
格
以
下
で
は
供
給
量
が
ピ
ロ
で
あ
る
色
仮
定
す
る
@
労
働
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
的
労
働
供
給
函
数
を
仮
定
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
の
下
で
は
、
ど
の
根
源
的
生
産
要
素
も
不
完
全
雇
仰
の
状
態
に
あ
る
か
ぎ
り
相
対
価
格
体
系
に
変
化
な
く
利
潤
率
も
投
入
係
数

も
一
定
で
あ
る
。
運
転
資
本
量
一
定
、
各
根
源
的
止
定
要
素
の
不
完
全
雇
備
、
こ
れ
が
投
入
係
数
一
定
の
た
め
の
充
分
条
件
で
あ
る
ー
ー
と
い
う
の
が
森

嶋
教
授
の
導
か
れ
た
代
替
定
理
の
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
定
型
に
は
若
干
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
端
的
に

E
え
ば
、

{ 

λヒ

量
の
運
転
資
本
と
各
根
源
的
生
産
要
素
の
不
完
全
雇
備
、
こ
れ
だ
け
で
は
投
入
係
数
の
一
定
は
保
寵
さ
れ
な
い
。
こ
の
ζ

と
を
次
に
示
そ
う
ロ

前
節
の
第
三
凶
を
見
て
い
た
だ
き
た
レ
。
と
の
図
の
基
盤
k
な
り
て
い
る
単
純
な
モ
デ
ル
で
帝
嶋
教
授
の
代
替
定
理
主
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。



最
終
需
要
最
が
凶
辺
形

q
h弘
G
N
の
内
部
の
任
意
の
点
で
表
わ
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
利
潤
率
、
投
入
係
数
は
一
小
変
位
し
乙
ど
ま
る
。

だ
が
陶
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
終
需
要
量
が
線
分
屯
弘
町
中
間
に
あ
る
時
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
純
産
出
設
を
得
る
の
に
一
院
だ
け
の
迎
転
資

本
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
こ
に
遊
休
運
転
資
本
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
競
争
下
の
経
済
で
は
、
企
業
家
は
遊
休
資
本
を
も
っ
た
主
主
事
態
を
傍

観
L
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う

D

伎
は
よ
り
低
い
利
潤
卒
に
甘
ん
子
る
覚
悟
り
下
に
生
産
活
動
に
参
加
す
る
。
こ
の
よ
う

ιし
て
、
わ
れ
わ
れ
は
遊
休
資
本

の
側
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
に
よ
っ
て
利
潤
率
、
投
入
係
数
、
相
対
価
格
体
系
に
変
化
が
生
ず
る
と
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

変
化
の
筋
道
を
、
二
生
序
物
、
一
根
源
的
要
素
及
び
コ
プ
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
仮
定
し
た
単
純
な
モ
デ
ル
で
明
確
に
一
目
す
こ
、
と
が
で
き
る
c

結
果
だ

(叫 げ
を
述
べ
る
。
均
衡
利
潤
率
が
よ
り
低
い
場
合
に
は
、
高
い
場
合
に
比
し
て
、

〉2
 

同
じ
純
産
出
量
を
得
る
の
に
必
要
な
運
転
資
本
が
増
加
す
る
。

(司

同
じ
純
産
出
量
を
得
る
の
に
必
要
な
根
元
的
要
素
の
投
入
量
(
絶
前
値
い
一
は
減
少
し
、

ニ
L

メ
レ
ー
ル
表
示
の
価
格
は
上
昇
寸
る

(
E
節
参
照
)
。

従
っ
て
、
三
の
モ
デ
ル
で
は
、
最
終
需
要
が
変
化
し
て
、
運
転
資
本
に
剰
余
が
と
一
じ
た
時
、
利
潤
率
は
減
少
し
、
生
じ
た
遊
休
資
本
が
再
び
生
産
活
副
に

吸
収
さ
れ
よ
ラ
と
す
る
!
ー
と
考
え
て
よ
い
だ
け
の
充
分
な
恨
掴
が
あ
る
。
根
源
的
要
素
へ
の
需
要
が
減
少
し
て
要
素
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
、
要
素

の
供
給
関
数
に
つ
い
て
D
仮
定
及
び
、
不
完
全
雇
傭
の
仮
定
と
決
し
て
才
盾
し
な
い
。
こ
の
ぞ
デ
ル
で
は
森
嶋
教
授
の
代
替
定
理
は
も
は
や
そ
の
ま
主
で

は
な
り
た
た
な
い
。
没
入
係
数
一
定
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
り
は
、
例
え
ば
第
三
閣
で
最
終
需
要
が
線
分
同
国
"
の
上
を
動
く
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。

と
の
範
囲
内
で
は
遊
休
資
本
は
生
ぜ
ず
従
勺
て
投
入
係
数
は
一
定
で
あ
ら
ラ
。

し
か
し
、
最
終
需
要
の
動
き
狩
る
範
囲
に
つ
い
て
の
こ
の
限
定
は
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
定
の
下
で
成
り
立
つ
代
替
定
理
も
又
極
め
て
力
弱
い

も
の
で
し
か
あ
り
得
な
く
な
る
。

ω
耳
節
で
の
分
析
で
は
問
ヨ
の
根
川
州
的
姿
索
開
の
相
対
何
格
を
与
え
る
と
全
悼
の
各
宋
知
数
が
き
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
玉
。
利
潤
率
?
が

入
っ
て
い
る
か
ら
利
潤
率
?
を
与
え
る
か
或
い
は
ニ
ユ
メ
レ
ル
表
示
の
要
素
価
格
を
与
え
る
か
し
な
け
れ
ば
全
体
の
均
荷
僻
は
符
ら
れ
な
い
。

代
替
完
涯
に
つ
い
て

第
八
十
一
巻

目
。
七

鉱
山
ハ
号

七
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ω
投
入
係
数
日
問
題
だ
か
ら

(
Z
H
I』
主
悶
J
Z
H
県

宙

)

同

日

出

尚

昆

可

思

H
q
(ト
回
〉

P
H
V
F
E〉
己
)
を
考
え
ゐ

Q

投
入
量
一
を
プ
ラ

ス
に
取
る

o
E
で
の
分
析
に
従
っ
て
正
の
利
潤
率
γ
の
下
干
の
均
楠
条
件
か
ら

4

門
川
内
川
一
日
同
同
同
国
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時
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+
る
H
主
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司
(
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+
Q
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(
Z
u
g
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司
司
副
司

E
C
+
る

7
畠

3 

ぬ
(
日
l
h
w
)

吊

Han

p
l
E
(
1
1
3
1
(
午、
)
7皐

( 

m 
) 

(

H

8

1

1

げ明

P
H
i
l『
l
寸
司
a
Q
+
る
7
E

但
し
、

TH
下
{
防
官
引
山
}
M
J

司ム北肝団)}戸主

採
用
さ
れ
て
い
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
は

(
H
L
I
E
Dむ
「

(
N
E
-
-
Dじ
で
あ
る
。
最
終
需
要

ι、

αが
与
え
ら
れ
る

Lr
、
(
串

(
p・口問
)
l
p
(「

u
p
U
+
F
(
l
u
g
-
3
に
よ
っ
て
生
産
活
動
白
水
埠
が
決
定
さ
わ
る
。
必
要
運
転
資
本
を

K
と

す

る

と

、

客

同

l
p
G
E
H
N
+』

Fpw)+F(HMHI十

P
D
U
で
与
え
ら
れ
る
。
利
潤
率
y
が
〆
に
変
化
し
た
時
投
入
部
数
及
び
価
格
は

ωωωω
間
同
で

γ
を，
y
に
お
き
か
え
る
こ
と
に
よ
勺
て
得
ら

れ
る
。
こ
り
結
果
新
作
に
採
用
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
は
(
「
民
、
悼
を
か
む
と
守
、
NrrbR、自〕。

G

G
に
見
合
う
だ
け
り
純
産
出
止
を
得
る
た
め
の
活
動

水
準
ν叫
ん
は
、

(
p
・P
〕
l
町
"
(
「
ヘ
ロ
)
十
回
、
N(lM司、
E

3
で
与
え
ら
れ
る
。
必
要
資
本
M
A
は
、
喜
岡
、

H
町
人
町
、
芸
、
z
+『
弘
、
乙

l
Z
J
(
N
ザ
+

『
主
、
自
)
で
与
え
ら
れ
る
。

ωを
刺
月
し
て
れ
払
を
梢
去
し
、
曹
に

ω川
判
的
刷
納
付
川
明
川
仰
を
そ
れ
ぞ
れ
代
入
し
て
同
、
1
同
を
司
揮
す
る
と
、
次
の
式

を
得
る
。
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